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Sueki FURUKAWA 
本稿は、次のニ篇につづく訳注稿の続編である。
1. r高青丘集JrJち藻集本イ云Jr様q~:集本伝j 訳住稿
(r佐賀大学文化教育学部研究論文集j第3集第 2号、 1999)
2. r高青丘集Jr婁江1I今言語序Jr缶鳴集序Jr安吉蘇雑詠序Jr胡翰序Jr王j緯序j訳注稿
(r{左賀大学文化教育学部i対属教脊実践研究指導センタ 第15号、 1999)
本稿の体裁、形式、などについては前稿と出様である。本稿も前稿と同じく、入谷仙介先生(文学博士、
島線大学名誉教授)に、原稿の全てを見ていただき、たくさんの手直しをしていただいている。ここに特
に記して深謝の意を表します。
底本には、上海古籍出版社『高青丘集j上下ilす(1985年干1]) を沼いた。
8 r謝徴序J
8. 1. 0 原文
雷之精者謂之文、詩又文之最精者。侭以知其然耳目。ニ気嬬之業籍、而鼓之以}武慈、然後天之撃出駕。衆
綾矯之呼吸、而成之以江湖、然後地之皇室出露。受形於雨問、部譲於物者、隠然気玉三、 i寧然天成、
然後人之星空出湾。凡人有韓、真r有語、有君、真r有文。文至於詩、包括品菜、陶冶化工、根乎性情之正、
於音響之妙、宮蕗間作、金石並鳴。[お是市整之用撞失。世皆知以詩而観詩、或未知以文部観詩。閤諜詩特
文章之末技。庸龍知撃成文、諮之音、部詩之中、文己具露。韓退之之言日、「李杜文章在、光談隠丈長J。
晃r言也、其義論詩者巳。然非天機悟入、識見超詣、亦侭足以諾此哉。
8. 1. 1 撃さ下し
言の精なる者、之を文と謂えば、詩も又文の最も精なる者なり。何を以て其の然るを知らんや。二気之
(タクヤク)と為りて、之を鼓するに風建(フウテイ)を以てし、然る後に天の声出づ。衆穀(シュ
ウキョウ)之が為に呼吸して、之を盤(アラ)うに江j坊を以てし、然る後に地の声出づ。形をi湾問に受け、
物に議ある者、隠然(ボウゼン)として気至り、海然として天成り、鴻喜多を発宣し、然る後に人の戸出づ。
凡そ人に声有らば、斯(スナワ)ち雷有り、言有らば、斯ち丈有り。丈、詩に至れば、品葉を色括し、隣
冶・化工し、性需の正しきに根づき、音響の妙に達し、宮商関(マ)ま作り、金石:設び鳴る。走れに由り
て声の用極まれり。世、皆詩を以て詩を観るを知るも、或は未だ文を以て詩を観るを知らず。悶りて詩は
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特(タダ)に文章の米技のみと謂う。
中に文己に具わるを。韓j昌之の言に日く
くんぞ知らん、声、文を成すこと之を音と謂い、詩の
り、光焔万丈に長しjと。斯の寄や、其れ普く詩を
論ずる者なり。然(シカ)れば天機器入し、識見趨詣(チョウケイ)なるに非ずんば、亦た何ぞ以て此を
語るに足らんや。
8. 1. 2 退釈
もすぐれたものをこれを文と言う。詩もまた文の最もすぐれたものである。どうやってそうで
あることがわかるのか。陰と陽とをふいごとなし、そこに激しい風と雷を送れば、その後に天の声が出て
くる。たくさんの穴はそのために呼吸し、 JIや湖でそれを洗えば、その後に池の声が出てくる。天地の間
に形を受けて、万物の霊長たる人間が、雑然として気が至り涼然として天が生じたあとに、大いなるその
を発散すると、その後には人の声が出てくる。おおよそ、人に戸があるとそこから言葉が生まれ、言
葉が生まれるとそこから文ができるのだ。文からさらに詩になると、事物のあらゆる品類を包括し、人間
し感化する。詩は正しい性情を根幹として、音の響きの絶妙な所にまで到達しており、美しい韻律
が時として起こり、金布の楽器がハーモニーをかなで、このことによって音声の働きが最高に達している
のである。
ところが世間はみな、詩の観点、から詩を見ることは知っていても、多くは文の観点から詩を見ることは
知らない。 だから詩はただ文章の末技にすぎないと言う。予言に節まわしがつくとこれを音楽と苦うのだか
ら、詩の中には文がすでに呉わっているというのに、誰もこのことを気付いていない。韓愈の音葉に「李
白と杜南の文章が存在し、その万丈にも達する光せは永遠に尽きないjとあるが、この雷葉は、ほんとう
に詩をうまく論じているものだ。とすれば自然界の秘密を悟り、識見が趨絶している者でないならば、
を語る資格がないというものだ。
8. 1. 3 語釈
[こ気]陰と陽。{案書寄]ふいご。 f老子j第五章に「天地の関は、其れ猶お葉議のごときかJとある。
{鼓}ふいごで1試を送る。[)孔謹}強風と激しい雷。[綾}穴。{江湖]静嘉堂文庫蔵『缶鳴集J(以下、吉事
嘉堂本と略)は「江河jに作る。江河ならば、長江と黄河の意。この務嘉堂本との文学の奥向は入谷仙介
氏の作業によった。以下も同撲である。{霊]神妙さ、すぐれた精神性をもつもの。『書経j泰欝上に「惟
れ人は万物の霊なるものなり」とある。[隠然]乱れたさま。 n寧然]入り混じったさま。[品業]事物の種
類と分類。[宮商}中関古代の音楽の五音中の宮と荷。ここでは音楽の意。宋の厳羽の f捻浪詩話j詩評に
「孟浩然 (689-740)の詩は、認詠することの久しかれば、金石宮高の声有り」とある。[庸寵}なんぞ。
いずくんぞ。反語をあらわす。{韓退之]唐の文学者の韓愈(764-824)。退之は字。詩句の引用は、その「張
籍を調(アザケ)るjの詩に見える。[李杜}唐の詩人の李白 (701-762)と社甫 (712-762)0 [光焔}光
苦。光のはさき。[天機]天賦の霊感。 ['R吾入]仏教語。真理を悟り、真理の中に入ること。{超詣1i発藻
集本伝Jの注を参顕。
8. 2. 0 原文
激海高君季連、疎爽熊遇、警敏絶入、無害不議、市尤遼於翠史。輿余友ニ十年、余知季連之能言也久よ
然未嘗不以其詩部得之也。始季連之矯詩、不務間流俗、直欲趨漢貌以還、及唐諸家作者之林、毎一篇出、
見者停議、名搭際起諸公開。及遊四方、不憐益勤、剖磨激様、日新月異、薦紳諾老、威自以鶏不及。季連
之於詩、誠精失。然其意則自謂古風人之辞不知是也。三百篇之停、宣皆出於一人之手。或著其一、二、皆
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可以遺之後来、尚案以多怨哉。吾非欲成一家言¥亦性荒布I努之之篤、殆奥人之就悦髄:好者、同一蜂志留情、
南其幾蓋未能以此而易彼塩。間者以潟然。
8. 2. 1 撃さ下し
激海の高君季連は、諌爽にして総選、警敏人に絶し、書として読まざるは無く、市も尤も群史に遼(オ
クブカ)し。余と友たることニ十年、余、李j患の能言を知るや久しきも、然るに未だ嘗て其の詩を以て之
を得とせずんばあらざるなり。始め季泊の詩を為るは、 j定住に向じさを務めず、直だ漠猿以遠及び唐の詩
家の作者の林に趨らんと欲し、一篇出つれる毎に、見る者伝説し、名は臆隠として諸公の開に起こる。四方
に遊ぶ:に及んで、、益(マスマス)勤むることを欝らず、部磨激機(カツマソウデキ)して、日に新たに月
に異なり、薦紳の諸老、威自ら以て及ばずと為す。季連の、詩に於けるや誠に精なり。然るに其の窓は別
ち自ら古の風人の静は是くの如からずと諾うなり。三百議の伝わるや、笠皆一人の手に出でんや。或は其
の一、二を著わすも、皆以て之を後来に還すべく、尚お実ぞ多きを以て為さんや。吾は一家言を成さんと
欲するに非ず、亦た性として之を暗むことの篤きこと、殆ど人の世好を耽悦する者と間ーにして、志を鍔
にして情を留め、而も其の楽しみは蓋し未だ此を以て彼に易うること能わざるなりと。聞く者以て然りと
為す。
8. 2. 2 通釈
激海の高季連は、率直で白出間違な性格で、きわめてオ知がすぐれており、人よりも断然頭の回転が平
〈、読まない書物は無いほどで、援史番方面に最も造詣が深かった。私とは二十年来の友であり、私は季
惑が言葉の表現がうまいこと知って久しくなるけれども、それは常に彼の詩を念頭においてそう考えてい
るのである。はじめ季;患が詩を作るときには、世人と陪じにならないようにつとめ、ただj莫鏡以降と、
の詩人たちの群れとだけを自指そうとした。詩のー篇が出きあがるたびに、見た者が人から人へと語り伝
え、地位ある人たちの関で彼の名声がきかんにわき起こった。四方に出て見開を広めるようになってから
は、ますます努力をおこたらず、推敵に推敵を重ね、詩境は日々に新しく月ごとに異なり、読書人や地位
の高い人たちは、みなみずからとても及ばないと思った。
季連は詩においては、まことに精妙である。しかしその心は、古の詩人の作品はこうではなかったと彼
みずから述べている。 f詩経jの三百篇がイ云わっているが、それがどうしてみな一人の作者によって警かれ
たものだろうか。その一、こを番いても、それをみな後来に残すことができるのだとすれば、それでもな
おどうしてたくさん書くだろうか。私は一家言を立てたいと患っているのではない。生まれっきこれが大
好きで、これへの打ち込みようと言ったら、世間的な楽しみをはなはだ好む者ーとほとんど悶じで、思う存
分に心をとどめ、しかもこの楽しみは世間的な楽しみで置き換えることができない時どなのだ、と。これ
を聞いた者はもっともだと患った。
8. 2. 3 語釈
i疎爽]関連で率直。{簡議}才知が極めてすぐれていること。俊蓮に詞じ。{替敏]敏捷。警も敏捷の
意。{諸家]諸々の学派、専門家。[隠臆]盛んで多いきま。{諸公]地位のある人達。各位の社会的人士。
{薦紳]搭紳に向じ。 f楼軒集本イ云jの搭紳の注を参照。{諾老}諸々の公綱大夫やその家臣たち。[風人}
詩人。{三百篇之伝}三百篇は『詩経jに収められている詩の議数の概数で、詩経を指す。 f云は注釈の意
で、詩経の場合はとくに漢初の毛享・毛:長が伝えたとされる注釈・毛訟 (f毛詩故言/11怯j) を指す。{耽'悦}
ひどく愛する、好む。{世好]時代の流行。 世俗の愛好するもの。
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8. 3. 0 原文
書其一室燕坐、圏書左右離列、掛拭麗;後九案問、冥歌競忠、神輿趣融、景輿心念、魚龍出投区海中、殆
難以測度。或花開月下、引鵠識的、溜樹気索、放歌作楚誠、己間吟忠俊護、 j勇若掠泉、捷如風雨、頃刻数
、落筆弗能休。故季連之詩、縁情騒事、因物賦形、縦横苔出、関関饗化、市不拘拘乎ー龍之長。其鰻
制雅欝、則冠見委蛇、保玉市長裾也。其思致j音速、則秋空索鶴、遡瀦欲下、苅軽雲霧月之連嫡也。主其文
采縛麗、如春花鶏英、窃錦新濯。其才気俊逸、如泰華秋生存之孤等号、 E言語詩八!段追風路電市馳也。季述之於詩、
可語能室主其J心駕爾。
8. 3. 1 醤き下し
其の一室に燕主任するに当たりて、図書は左右に離列し、藤換を九案の間に払拭し、冥黙・親思(セイシ)
し、神は趣と融け、景は心と会し、魚竜の区海中に出没するごとく、殆ど以て制度し難し。或は花開・月
下に鰭を引き独り豹み、摺甜にして気は豪に、放歌して楚調を作し、巳にして吟思は俊発し、湧くこと源
泉の若く、捷きこと風雨の如く、頃刻にして数百言、筆を落として休む能わず。放に季i患の詩は、清に縁
り事に髄い、物に悶りて形を賦し、縦横に百出し、関関(カイコウ)して変化し、一体の長に拘拘せず。
其の体制の雅醇なるは、別ち冠晃の委蛇(イイ)tこして、玉を侃して裾を長くするがごときなれ其の思
致の清遠なるは、別ち秋空の索鶴、運離して下らんと欲して、戦雲に務月(セイゲツ)の連絹(レンケン)
たるがごときなり。其の文采の縛麗なるに至っては、春花の英(ハナブサ)を麹(ア)げ、雲寺錦の新たに
濯うが如し。其の才気の俊逸なるは、泰華に秋隼の孤議(コケン)し、昆議に八段が風を追い電(イカズ
チ)を臨んで馳せるが如きなり。季巡の詩に於けるは、能く其の心を尽くすと謂うべきなり。
8. 3. 2 遜釈
殺が一室でくつろいで座っている時は、書籍はその左おにならび、ま1Lの酪りのほこりは掃き清められ、
黙然と眠想、し、精神は詩趣と融合し、風景と心情とは一つのものとなり、魚、や竜が大海の中に出没するよ
うなもので、ほとんど推測しがたいものがおる。あるいは花の関、月のでで杯を挙げて独り酌をし、消た
けなわになると気は豪快となり、大きな戸で気ままに歌って楚の国ふうの歌を作る。かくて詩興は大いに
そそられて、源泉のように尽きることなく湧き出で、風雨のように快速度で、わずかな時間に数百字も
き上げ、築を取るや休むことができない。
だから季連の詩は、心'憶によりそい、事柄どおりに従い、物のあるがままに形を詠じ、自由自在にあら
ゆる方面に出で、開いたり閉じたりして変北し、一つの得意な文体には拘泥しない。その形式が典雅でま
じりけがないのは、高貴の方が鷹揚でゆったりとして、!毘に_::[を下げて長い裾を身につけた装いのようで
ある。その境地が清く悠遠で、あるのは、秋空に白い鶴が旋屈して飛ぴ、いましも降下しようとするところ
に、薄い雲に明るい三日月が締〈湾曲している清景のようである。修辞のはなはだ薬美なことは、春の花
が花弁をもたげ、窃の錦が新たに濯われたかのようであり、{谷にぬきん出たそのすぐれた才気は、秋の薬
UJに空高く生存がひとり飛び、昆言語山に八匹の名馬が風を追い雷電を踏んで馳せて行くかのようである。
述は詩において、十分にその心力を使いきっていると言うことができょう。
8. 3. 3 語釈
[燕坐}気楽に座る。伺もすることなく座っている。[諮問日羅列。離は羅列、陳列の意。{冥黙}物静
かである。[競}安静、平静。視は静の字に通じる。[楚調}楚の地の曲調。宋の享1¥茂信(カクモセン)の
f楽府詩集j栢和歌辞に「楚調曲jのジャン/レがあり、 1:'3頭吟J1怨歌行」などの楽府が収められている。
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[吟思}吟培、吟壊などと毘じで、詩情の意であろう。[1変発}詩才や文彩などが十分に表現されてくるこ
と。[縦横]静嘉堂本は「横縦jに作る。{間関]I諮問する。静嘉堂本は f間関」に作る。閤も閣も、簡じ
るの意。{体制}様式。形式。{雅醇}典雅で純朴なこと。{冠昆]皇帝や官吏がかぶったかんむり。仕官に
たとえる。 i委蛇}おうようでゆったりしているさま。従容自得のさま。[侃玉]身分の高い官吏が際の帯
に下げた昔話り玉。[長裾}すその長い服。官吏の服装を言う。[思致]作品の境地、興趣。{連古島}湾曲して
細いきま。宋の蘇拭の「白鶴峰の新居成らんと欲し夜に西隣の翠秀才を過ぎるJの詩の其ーに「連絹たる
扶月、寅昏の後、鎮静たる新居、紫翠の開jとある。{軽雲}薄い雲。{務月]明月。勢は晴れるの意。 i終
過剰な誌どに華やかで、美しい。{萄錦}窃の地で織られた色鮮やかな錦。 [t震]窃の成都で、は錦を識っ
たあと、長江の水でおもうとその模様がくっきりとし、織りあげた当初よりもかえって鮮やかになり、地の
川の水よりは、長江の;](がいいということである。
H変逸}才能がとくにすぐれ垢抜けしていること。[泰華]r字国の五岳の泰山と叢LlJ0 または葉山。いち
おう薬LUと解した。この場合、泰は太に通じ、華氏iの大きさを賛美する修飾諾。日大隼}秋の生存。庭の劉民
錫の f楽天に重ねてやぬに冬青を達すに和すjの一篇を寄せられ、国りて再答を成すjの詩に「秋生存時を
得て汗浸を凌ぎ、寒亀気を飲んで込泥塗を受<Jとある。 お玉妥5・1ひとり飛期する。霧は高くあがるの意。[琵
議}山の名。ここは、新壌とチベットの間にある七千メートル級の実在する山ではなく、中毘古代に西方
にあり、天への通路と信じられていた、伝説上のiJJを指す。静嘉堂本は「昆溺」に作る。[八是認 f云説上の
践の穆王の八IZfの名馬。潤の穣王は八綾の潟率に乗り、島母出に登り、黄帝の宮殿を遊覧した (f列子j周
穆王篇、また仔墓天子伝j巻l、2)0 [迫感~i福竜}馬が疾駆することを形容する。追風速電、追風韻景な
どとも言う。普の葛洪の n~キi、子j 内篇序に íí段令(モシ)麹(ツパサ)を奮えば、部ち能く玄容を凌腐
し、足を鰐(ハ)せれば別ち能く j民を追い景を践むjとある。[{需先君子]f需先lま儒者先生の略、学者先
生。君子は紳士、身分教義のある人。
8 .仁草原文
季述之詩甚多、存『吹牽薬jr缶鳴集Jr江主官集Jr鳳蜜集j、九銭詩幾ニ千首、皆嘗世之{話先君子序其端。
今年冬、予訪之呉i松江上。季述出其誇示予。蓋取蔭所集諾詩、主主力E翻改、議梓嬬一、総名目『缶鳴集10El 
古楽府・歌行市下、至五七言諾鐙、得詩九百飴籍、皆其精選、富尖哉。亦可謂不易失。然是編也、特以今
年庚成冬寵止、後有作、首別自詩集。季迫不以余不潟、属余序之、滞敢序。諾篇端(一作末)以侠。季述
家姑蘇、嘗召修元史、教問泉弟子員、入翰林活編修、擢戸昔[S侍良IS、賜錆郷里云。洪武三年十ニ月既望、
史官呉郡諮徽序。
む交記1r西部備要j依鶏正本校干日本、此慮有注云、「蓄板 f缶鳴集j作後序J。
8. 4. 1 欝き下し
季述の詩は甚だ多く、 f缶司!き集j 有り、凡そ詩を為るは一 幾し、皆
当世の儒先君子が其の端に序す。今年の冬、予之を呉淑江の上(ホト J))に訪ぬ。季迫其の詩を出だして
し!日〈集むる所の諸詩を取って、益(マスマス)蹄1J改を加え、議科(イサイ)してーと為し、
名を総べて f缶鳴集jと日う。古楽府・歌行自り下、五七言の諮体にヨきるまで、詩九百余篇を得、皆其れ
精選にして、富なり。/J)'た易からずと諾うべし。然るに是の編や、特に今年の庚成の冬を以て止め、後に
作有れば、当に別に自ら集と為すべし。季述は余の不肖を以てせず、余に属して之に序せしむ、庸(イズ
ク)んぞ敢えて序せんや。諸を篇端 米に作る)にして以て侠つ。季迎は姑蘇に家し、嘗て召に応じ
て元史を{[多め、西学の弟子異に教え、翰林に入りて編修と為り、戸部侍部に擢んでられて、郷里に帰るを
58 古川 '* 
賜うと云う。洪武三年十ニ月既望、史官の呉郡の謝綾序す。
烹主
同
i枝記1r四音~繍要j の薙正本に依って校せし刊本は、此の処に注有りて ílB板の f缶鳴集.1 ，立後序に作
るjと云う。
8. 4. 2 通釈
季迫の誌は非常に多く、 f缶鳴集i などの詩集があって、おおむねニ子主主
に近い詩を作っており、それらの詩集にはみな当世の儒者や紳士等が序文を書いている。今年の冬、呉泌
江のほとりに彼を訪ねた。彼は詩を出してきて私に示した。それは以前からいろいろ集めていた詩をもと
に、益し加えたり取捨選択して予を入れ、一つにまとめたものらしく、全体の名を f缶鳴集jと言った。
古楽府や歌行体より以下、五言七言の諸体に至るまで、九百余篇の詩で、いずれも精選された、豊かな作
品集となっている。これはまた得難いことだと言つべきであろう。しかしこの詩集は、とくに今年のE賛成
の年 (1370)の冬を下限として、それ以後作品ができれば、これとは別の詩集とするはずで、ある。
季i良は私の不肖をかえりみず、私に序文を依頼した。私は序文などはおこがましいので、詩集の最後に
きつけて批判を仰ぐことにした。季連は蘇外iに住まい、かつて天子のお召しに応じて『元史jの編纂に
たずさわり、学校で学生に教え、翰林院に入って国史編絡の官となり、戸部侍郎に抜擢されたが、郷里に
帰るのを許されたということだ。洪武三年 (1370)十二月十六日、史官の呉郡の謝徽が序文を書いた。
8. 4. 3 欝釈
i葉秤}集める。葉も梓も集めるの意。{総名}静嘉堂本は f総題」に作る。[古楽府]i櫨:軒集本法jの
注を参照。 i歌行休}楽府体から発展した古詩の一体で、 、雑音など形式は比較的自由である。
[九百余篇]第一次の f缶鳴集jは、高啓の「缶鳴集序Jによれば、元の至正十八年 (1358)から歪正二
十七年 (1367) までの詩を集めたもので、七百三十二篇という。ここで、九百余篇というのは、本文に
うように、第一次の『缶鳴集jを増訂したもので、 lJの洪武三年 (1370) までの詩を集めている。この三
年間で、二百主主近くが増えたことになる。{姑蘇]地名。今の江蘇害蘇州市。[西学i中国古代の閥代の学
校の名。下注の f弟子員」とともに、ここはわぎと古い言い方を用いている。明初において具体的にどの
学校を指すのかは不明。[弟子員}漢代の太学の学生を言う。太学は官吏養成のための中央の国立大学で、
身分の高いものの子弟を教育した。「様軒集本イ云jでは「諾J)J臣の子弟に教う」とある。 f王緯序」の
注を参照。{翰林…編集]I免藻集本伝jの注を参照。{既望]陰暦の十六日。既に望(満月)が過ぎたの
意。 i謝徽]1:免渓集ヱド伝」の注を参照。 i後序}静嘉一主主文庫蔵 f缶鳴集jも同じく 「後序」に作る。
9 i濁立序J
9. 1. 0 原文
先姑夫楼軒高先生、平生著述甚富、其詩尉有 fn次蓋jr江舘j rt旨鳴Jr溺楼Jr安古蘇jr勝
壬j等集、文則有r:免藻集j、認則有 H日舷集j也、幾二千鈴篇。
天安穎悟、志行卓越、古元季、翠家累、侍苦先組件逮父、繕岩呉裾江上、関戸讃番、 i昆跡於耕父釣受之
閥、而奥吾父忠敬、諸父思湾、思義、思恭、思忠日相親好、樹暢歌詠、以i蚤其趣。所賦者『江舘j
等集、皆在是也。鶏f鳳蓋j一集、入我聖朝洪武初鶏史官時作也。後選諸集中詩九百鈴篇、総市名之日f缶
鳴j。時多好事者、欲鵡板行、先姑夫恐其致聾益隆、乃ll:之。
f設t詩文1芋Jr周立1お fJ(i主事者
9. 1. 1 撃さ下し
先(セン)の姑夫の様軒高先生は、平生者j主主主だ富み、其の詩には即ち
『伝鳴jr南竣j 女古蘇JrJJ:挙壬(ショウジン)j等の集有り、文には則ち
ち f:tD魁集j有 i)、二千余篇に幾し。
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天資穎'1吾(エイゴ)にして、志行卓越し、元季に当たりて、家累を禁(タズサ)え、吾が先祖の付1達父
に持して呉j松江の上(ホトリ)に器、居し、戸を閉ざして読書し、跡を耕父・釣曳の閣に混じ、苦が父忠敬、
諸父の思斉、思義、思恭、思忠と日に棺親好し、自立暢(カンチョウ)して歌詠し、以て其の趣に適す。賦
す所の者の f江館jr育丘j等の集は、皆是に在るなり。独り?鳳憂j 集は、我が聖轄の洪武の初めに史
と為る待の作に入るなり。後に詩集中の詩九百余儀ーを選んで、総じて之に名づけて f缶鳴jと日う。持
に好卒者多く、為に板行せんと欲するも、先の姑夫は其の声を致すこと読経(タカ)からんことを恐れ、
乃ち之を止む。
9. 1. 2 通訳
すでに物放したおば夫の高啓槌軒先生は、生前の著述がはなはだ多く、詩では p鼠台Jr吹憂jr江館j
『缶P，~j r詩楼Jr安吉蘇Jr勝壬j等の詩集があり、文では?完投;集jがあり、詞には日日舷集jが
あって、ほとんど二千余篇であった。
先生は生まれながらにして聡明で、こころざしと品行は人よりぬきん出てすぐれていた。ちょうど時は
元の末世にあたり、家族を引き連れて、わが祖父の仲達翁のそばにつかえて呉訟江のほとりに隠、遁し、戸
を閉じて読書し、農夫や漁夫たちの関に入り交じって、その行動:は目立たなくした。そして私の父の忠敬
や、父方のおじの思斉、忠義、思恭、思忠、らと日々親密に交捺し、摺を欽んでfdtr'決になっては歌を詠じ、
性向にかなった暮らしをした。そうやって歌ってできあがった f江館J青等の詩集は、みなこの時の
ものである。ただ n高，1.'三塁jという詩集だけは、この聖代の洪武年間の初めに史官となった時の作に入る。
後に諸々の詩集の中から九百余篇を選んで‘ひとまとめにして、名づけて f缶鳴jと呼んだ。当時ちょうど
先生の詩を好む人が多く、それを出版しようと欲したが、おじは名声がますます高くなることを恐れ、こ
れをやめさせた。
9. 1. 3 欝釈
i姑夫]父の姉妹の夫。おじ。[櫨軒]高啓の号。[天資}生まれっき。資賞。 i穎悟]聡明。[志行}こ
ころざしと品行。 i家累}家族。または家中の財ー産。{父}ホと読む。荷と同音向義。老人の名につける
称。自称にも他殺、にも用いる。[耕父]J義夫。静嘉堂文庫f議『缶鳴集j(以下、静嘉堂本と略)は「耕夫J
に作る。意味は同じ。この静嘉堂本との文字の異同が入谷他介氏の作業によるのは「謝徽序Jと同様であ
る。以下もi可じである。[釣史}漁夫。 n昆跡]行跡を一般大衆の中に紛らせる。[諾父]叔父やf白父。[酷
鵠]心ゆくまで溜を欽む。または愉快になる。{好卒者;静嘉堂本は「好者Jに作る。{板行}木版に印捕
して出版する。
9. 2. 0 原文
立記脅年進侍九席、辱顧愛之、見其気貌充頭、衣冠偉然、言論諦譲、音韻如銭。静盛一室、間書志右、
白事乎著作、鈴不暇顧也。時奥羽凌楊基孟載 .i尋陽張羽来儀・郊郡徐寅幼文、名霊童世、人稽鵡高楊張徐、
比唐之四傑也。於乎、先姑夫追今残且二十鈴年、不幸無後以{容。四方之士、真不1!n慕風裁、字銭其葉市傍
諦之。然記侍潟之説、不得農者多失。幸苦姑尚無志、議其手j翠親譲在意。器不撲庸階、議加考訂校正、重
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編足一千首、{平準子李盛結局潟成帳、用繍諸梓、胎於不朽。非惟以成吾先姑夫之志、抑立奥夫者共之失。
至其詩之平易流}語、オ之宮Q間交逸、大篇短章、係i乎衆龍、部自成家。別右太史公古月イヰ1Eド・翰林待命IJ王子
充・鴎史編11多謝元誌諸公、序雨評之失、!~~不敢焚也。及鐙是編、同志之士、或有喜助之者、太原王震、問
贈以板云。永幾元年秋七月初官、後感国立諜識。
9. 2. 1 撃さ下し
立、緊年(チョウネン)にして九席に進侍し、之に顧愛せらるるを辱(カタジケナ)くするを記す。其
の気貌は充碩(ジュウセキ)し、衣冠は偉然として、言論議読は、音韻鎮の如きを見る。一室に静処し、
臨書を左右にして、釘に著作を事とし、余は顧みるに暇あらざるなり。時に嘉綾の楊基孟載・詩陽の張5j5J
米儀郊(タン)郡の徐賞幼文と、名はさ当世に重く、人は称して高・楊・強・徐と為し、唐の回傑に比すな
り。於乎、先の姑夫今に追(オヨ)ぶまで残して旦に二十余年ならんとし、不幸にして後の以て結うる無
く、四方の士、風裁を仰築せざるものなく、争って其の議を録して之を伝諦す。然り而して之を伝写して
説し、主主を得ざる者多し。幸いに吾が姑、尚お若無く、其の手沢・親譲を蔵して震に;(El)。因りて庸随を
撲らず、考言I校正を益力日し、重編すること一千設に足り、学子の李!盛をして議写して帳を成さしめ、吊っ
て諸を梓に鵠し、不朽に拾す。惟だに以て苦が先の姑夫の志を成すに非ず、抑(ソモソモ)立つ夫の学者
と之を共にせんか。
其の詩の平易・流麗、::tゅの富陸(フセン)・俊逸、大篇・短主主に至つては、衆体に備わりて、自ら家を成
す。JlIJ ち太史公の胡1~1E料、翰林待制の王子充、国史編修の諮元誌の諸公、序して之を評する有り、惑は敢
えて賛せざるなり。是の編を鎖するに及んで、、同志の士、或は喜んで之を劫くる者有り、太原の王震は別
ち婚るに板を以てすと云う。永楽元年秋七月初官、後学の潤立謹んで‘識す。
9. 2. 2 遊釈
夜、は記惜しているが、幼い時に先生の身近につきしたがい、かたじけなくもたいへん可愛がられた。先
生の風貌は気力に満ちあふれ、蝦装を正したときは堂々としており、談論したり朗読したりするときの戸
は、錯のような響きだったことを見知っている。一室に静かに住まい、書物を左右に広げ、日々
とし、その，他は顧みるひまなどなかった。時あたかも嘉i凌の場基、時i湯の張羽、知郡の徐賞らとともに、
名声を博し、人々は f高楊張徐jと呼んで、唐代の 11m傑Jになぞらえた。ああ!おじは、亡くなってか
ら今もうニ十余年にもなろうとするのに、不幸にして~見がなくて、後に伝えるものがいない。四方の人
士たちはみなその風格を慕い、争ってその作品を議:き写し、f!Jj読し伝えていった。しかしながら、伝写の
過程で誤りが生じ、原作と違うものを日にする人が多かった。好運にも私のおばが今でも健康で、おじ自
筆の詩稿を手元に保存しておられる。そこで私はみずからの平凡さやあさはかさをかえりみず、校訂作業
を繰り返し、一千首余りを編集しなおした。学生の李践に清書させ糸綴じにして製本し、これを版木に彫っ
て出版し、後世に永遠にのこすことにした。これはただ先生の志を成就することになるだけではなく、そ
もそもまた、それを慕い!学ぼうとする者たちと、それを共存することにもなるのだ。
詩の平易さと流麗さ、才能の震かさと非常にすぐれていること、そして長編と短編などは、それぞれ種々
の文体に俄わっており、おのずと一つの流派を成している。これについては、太史公の胡職先生、翰林待
毎IJの王j棒先生、国史編鯵の謝徽先生らが、序を書いて批評しておられるので、私のような愚か者は敢えて
これ以上よけいな言葉を費やさないことにする。この作品集を出版するに際しては、同好の人士て¥
で援助してくれる入がおり、太原の王震氏は販木とする板を贈ってくれた。永楽元年(1403)、秋、七月一
日、後学の閥立がつつしんで記した。
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9. 2. 3 語釈
{智年]iカ年。昔、子供が頭の上に結って後にま走らした髪を、替と言う。{進侍}かしずく。[凡席}ひ
じかけと座る穀物。[額愛}大事にする。いたわる。[気貌}風貌。形貌。[充碩}充実している。碩は大き
い、充実しているの意。[1卒然]すぐれてl際立っている。特異。 f史記j留侯世家に「讃窟(スピ)(j告白(コ
ウハク)にして、衣冠甚だ体たりJとある。{嘉設i嘉段江を言う。四)1省を流れる長江上流の大きな支流
の一つで、重慶で~I民江と合流する。上流の今の甘粛省徽県には前漢に嘉i凌道が援かれた。ここで楊基の出
身地を嘉i凌とするのは正確で、はない。楊基の原籍は、由民江沿いの系列、I(嘉定州。今の問)1省楽山)である。
鳴の楊基。;品裁はその字。「完藻集本{云jの設を参照。 i持陽}地名。今の江西省九江市。[張
羽来儀}明の号長;]:]0米{義はその字。主謀集本伝jの注を参問。政E郡}地名。「王努序Jの注を参照。百余
員二幼文}明の徐賞。幼丈はその字。「免議集本伝jの注を参目立。
u吉之[Jg傑]i初持田傑Jのこと。初庶に活躍した王勃 (648…675)、楊桐 (650-693? )、監照鱗 (634? 
686? )、絡賓王(? -684)の朗人のすぐれた詩人。[於乎i静嘉堂本は「於戯jに作る。意味は同じ。
後J;)，f:斗 liJ国では厳格な男子拐統で、男の子がいないと、 Ht産の織象者が途絶え、
を/:1:¥)反して、名子討をf廷に広めるのは、結続人の重要な義務の一つo [J長はは
したもの。風度、風格。
「今jの;患で
しミつ。
として用いてある o [考訂}考証し訂正する。
f八十九種明代伝記綜合引持jf句]入信記資料宗引jに
などを総
にjとil}1じる。
る。 じの本)のおおい。また線装本。 [tサ!坂木。古く梓(アズサ)の木に
きざんだのでこっ言つ。
i太史公;古〈天文、図書を司った官の太史令の!l乎ぴ方。お]馬j哀が太史公と呼ばれる。ここは、明初に
?元史j編築に参加した筒翰の識を雅やかにそう呼んだ。ドJ1rl申]f潟の湖翰。付1Eドはその字。 iM翰序j
のi主を参照、。{翰林待illJl官名。「王緯序Jの注を参照。{王子充;明の王j詩。子充はその字。
設を参jmo [菌史編修;官名。主議集本伝Jのj主を参照。[謝元詰] I努の謝散。元誌はその字。
伝jの注を参照。[)問自称の譲語。 i号ぽfi堂本は「己愚jに作る。だとすれば「己(オノレ)愚(オロ)
かにして ~J とi\JlI じるのであろう。 i王震;人の名。伝は未詳。 5八十九種明代信記綜合引得j p明人伝記資
料索引jに記載無し。あるいは日三iF;一統五j松江府四に、楊基らと.iIEんてす5殺される人物かもしれない。
字は以来。 蘇チト!の人で、洪武の初めに{設されて大柁楽を校した。後に華亭に移った。永楽の初めにまた散
されたが老疾をもって辞退した。
ひ刀古1I塗磨、のついたち(朔日)0 [周立}人の名。伝は未詳。この後序によると、高草子の妥の兄弟の子
である。呉究月とでは兄の子、字は公札とある。「呉寛!子jの本文を参日夜。 5明史jに記裁無し。
の f明詩綜j 巻26に詩一主主を~又めるほか、 f八十九種明代伝記綜合引得i には、?皇明j毎回功冨録j 巻20r明
人小{云j巻24に伝があるという。
10 r五議序j
10. 1. 0 原文
凡若干巻、実15郡徐質所編次、罰稽岳王議題其験日高季迎詩集、市馬之序露。
季迫容仕商謬i災。 ~l出;未仕時、.E!IJ以詩鳴、世有様其作者、特以季連関不以官。季迷之詩、不以仕寵額也。
蓋季j虫之 必日漠競替皆之作者、市尤怠詩道{頃j紅白!ぬ唐以極、於宋甜復振起。然元之詩人、亦頗沈
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樹於沙陣弓馬之j乳、商詩之情説法。自返市求之"d作者、 J窃以惰而潟詩、今j莫裂音}者之作、其詩具在、以季
連之作土七市鶴湾、存不知其執潟先後者失。
10. 1. 1 繋ぷ下し
高季連詩集、凡そ若干巻は、長jS(タン)郡の捻賞の編次するpfrにして、
季述詩集と臼い、之が序を為る。
季述は嘗て仕えてE去る。米だ仕えざるの時に当たりて、即ち詩を以て鳴り、世に其の作を称、さるる
るは、特(タ夕、)季述を以てするのみにして官を以てせず。季述の詩は、仕を以て掻るるにはあらざるな
り。蓋し季述の詩を言うは、必ず漠貌晋}去の作者を日いて、百日|して尤も詩道の傾燦するを患う。自免唐自り
以て極まり、7Iミに於いて復た振るい起こる。然るに元の詩人、亦た頗る沙陸(サスイ)、弓馬の風に沈露首
(チンカン)し、詩の靖主主(マスマス)浪(*ロ)ぶ。自ら返りて、之を古の作者に求め、独 1)情を以て
其の軟に題して高
1)、今、漠貌晋唐の作、
るかを知らざる者有り。
(トモ)に在り、李述の作を以て比べて観れば、其の執か先後為
10. 1. 2 j護軍尺
十数巻の高啓の詩集は郊(タン)郡の徐誌が編集したもので、
と題をつけて以下の序文を書いた。
高卒事はかつて仕官して顕要な地位に昇ったことがある。まだ仕官していない時から、もう誇名が天下に
鳴り響き、世間でその作品を賞賛されたが、それは詩人本人のためであって、官イ立が高かったからではな
い。高容の詩は、官位の高さてー世に名が知れ渡ったのではないのである。思うに高卒与の詩に対する考えは、
必ず漢貌晋}者の作者を基準としており、詩の道が類廃してしまうことを一番心配している。詩の道はiぬ庭
あたりから最も額麗し、宋になってまた振るい起こった。しかし元の詩人は、また辺境の砂漠や弓馬の武
事に心を奪われ、詩の情はますます消滅してしまった。高啓は自分から時代をさかのほ、って古の作者にそ子
を求め、ただ情によって詩を作った。今ここに漢貌晋唐の作品が高啓の詩といっしょにあり、高啓の作
品と比べて見ると、どちらが先でどちらが後かわからないものがある。
の審物に
10. 1. 3 語釈
{郊君li地名。普通は今の1東省南部の炎J)城県あたりを言うが、徐貨の出身地であることを考えれば、
南朝の来晋の時に…i侍置かれた郊県わたりを指すのかもしれない。そこは今の江蘇省常熟市付近で、明の
ときには常外l府が置かれていた。日余震]I完藻築本伝jのi主を参p.札口寄昔}稽1。会稽Lli。今の斯江省紹
輿県東南にある。[王券]I完藻集本伝jの注を参日及。[11開発}傾き倒れる。廃はsiIJれ伏すの意。{沙陪}辺
境の砂漠の地。 践は辺境の意。 i沈酎}惑溺する。陶酔する。
10. 2. 0 摂文
iま夫。人之有害怒愛悪哀龍之護者、 i古世。言揺成索、以宣其喜怒愛惑哀i濯之情者、詩也。故情奥詩一告。
{iJ也。 '1育者、詩之欲言市米言、市詩者能雪之情也。然皆必有其節。謹喜市無節則淫、怒間無節蹄i窪、哀荷
無部則{吾、擢部無節J!1j~豆、愛市無節制溺、悪部無節期請し。古之翠賢君子安u之、其於喜怒愛悪哀'龍之節、所
以求之其ヱt;:初者五失。故不言則己。言語出露、寄也市明良之歌作、哀也市五子之歌作、愛也間甘主主作、悪
也痛巷伯作、龍也部鴎鴇作、皇尖之赫然、又悶其怒也市作。
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10. 2. 1 謬さ下し
l墜夫。人の喜怒・愛惑・哀擦の発する者有るは、情なり。言いて主主を成し、以て其の喜怒・愛惑・哀f援
の留を宣ぶる者は詩なり。放に情と詩とはーなり。何ぞや。情は詩の言わんと欲して未だ言わざるものに
して、詩は言うこと能うの憤な 1)。然も皆必ず其の節有り。蓋し喜びて節無ければ別ち淫し、怒りて節無
ければ刻ち'箆(イカ)り、哀しみで節無ければ別ち傷み、 i護れて節無ければ則ち担(クジ)け、愛して節
無ければ期ち溺れ、惑みて節無ければ即ち乱る。古の芸・君子は之を知り、其れ喜怒・愛悪・哀慢の節
に於いては、之を其の本拐に求むる所以の者の至なり。故に言わざれば別ち己む。言いて出だすや、
てや明良の歌作り、哀しみでは五子の歌作り、愛しては甘裳作り、悪みては巷伯作り、龍れては鵠鵠(シ
キョウ)作り、皐突の赫然は又其の怒りに悶りて作る。
怒り、愛、憎しみ、哀しみ、恐れの感J躍が発するのは、人の鵠からである。それを美しい
して、その喜び、怒り、愛、増しみ、哀しみ、恐れの感情を発露するのは詩においてである。
だから倍と詩とは一体のものである。何となれば、情は詩によって言い表わそうとしてまだ言っていない
ものであり、詩は言い表わすことができた情であるからである。しかも必ずそれにはみな部度というもの
がある。思うに、喜んで、節授が~l~いなら放縦になってしまい、怒って節度が無いなら してしまい、哀
しんで節度が無いなら心を{努めてしまい、恐れて節度が無いならくじけてしまい、愛して節度が無いなら
瀦れてしまい、憎んで節度が無いなら絞い乱れてしまう。古の聖人や賢人や君子はこのことをよく知って
おり、喜び、怒り、 しみ、哀しみ、恐れの節度において、これをその感情の根元にまで撤底的に求
めたのである。だから言い表わさなければそれまでのこと、言えば詩の表現としてあらわれた。そういう
わけで、喜んでは「明良jの歌が作られ、哀しんでは「五子jの歌が作られ、愛しては「討の歌が作
られ、増んでは「巷佑jの歌が作られ、恐れては鵠jの歌が作られ、け三いなるかな、明らかなことよj
の歌は、またその怒りによって作られたのである。
10. 2. 3 
i凍怠王植伝に「言出でて論を為し、 りて主主を成すjと
る。怒り怨む。[哀而無節則毎lffi命語j八街(ハチイツ)篇に f子尽く、 f関は楽
しみで淫せず、哀しみて協まずJとある。[泊}落胆してふさぎ込む。しょげる。{明良之歌}上古の時代
たという「元首明なる哉、投}広良き哉、庶事藤(ヤス)き哉」の歌を指す。
このことから「明良Jが、賢明な君主と忠良な臣jごとを指すようになった。[五二子之歌}上古の時
代の夏の太康が国を失い、五人の弟がそれを怨んで作ったという歌。 f害経j夏醤:に後世の鵠作とされる「五
子之歌jがある。 UJ業1r音主主主J[謹風在南にl良める歌の名。閣の時代の召公が南巡した際、その下に休ん
だ甘裳の木を、召公の徳を慕う人々が記念して歌ったもの。
i巷伯1r詩経j小雅にl良める歌の名。議言をこうむって宮部にされ、巷伯(宮中の女官を可る小官の長)
となったものが、そのことをそしり、戒めとして作った歌(朱烹の読による)0 [鵠鵠1詩経j国風幽風に
収める歌の名。閣の武王が段を滅ほして崩じたあと、後継者の成王を周公が補佐したが、愚公が流言を飛
ばされ、成王は毘公の誠意を知らなかった。そこで潤公はこの歌を作って成王に送った。 i鳴号室はブクロウ、
ミミツぉクで、悪烏とされる。この詩では流言を流した段の討の子の武庚にたとえられている。{皐尖赫然]
大雅・文王之什に収める「皇失jの歌を指す。歌の管頭に「皇(オオイ)なる失(カナ)上帝、
下に締みて赫たる有りJとあるのをこう言ったのであろう。この歌は、天が調の丈王に命じて、殺に替っ
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て天下に王となるに至らせたことをのべたもの。この歌が怒りによってできたとするのは、歌の後半に「王
湖、然として:Jlfrに怒りJとあるあたりを踏まえるのかもしれない。
10. 3. 0 原文
蓋方是時、天下有関市鼓舞之者。或援駕以1J~.喜、或勃震以f兵怒、或保;罵以倶'1襲、或ιIj切露以倶哀、或'I~!長:罵
以i司其所愛惑。若有使之然者。此無fls。己奥人向其情。亦i訂其節、出所以混之詩者、ゴ1"詩也α 天下之情之
有箭者濡之也。夫以有節者之官、):)、震之詩、市詩之部知此其至也。
詩市至於良国之関、君子以矯後来者之無詩也。然TI万甚失。孟子iヨf詩亡j、
以亡乎。蓋詩云亡者、情奥詩無館、員立猶無情穏無詩也。
:兵執能輿於斯哉。
人之摺不亡、
10. 3. 1 撃さ下し
し是の時に方り、天下に向きて之に鼓さるる者有り。或は躍克(クこにン)として以て倶に喜び、或
は勃潟として以て倶に怒り、或は懐(ショウ)震として以て倶に憧れ、或は'lj[lJ鴬として以て倶に哀しみ、
或は(ケン);駕として以て其の愛惑する所を向じくし、之をして然らしむる者有るが若きな t)。此れ龍
に無し。己、人と其の情をi可じくす。亦た其の節を同じくすれば、別ち之が詩を為る所以の者は、詩に非
ざるなり。天下の靖の節有る者之
部此くの女1<其れ烹るなり。
なり。犬れ31;の鮪有る者の靖を以て、以て之が詩をJおりて、
んば其れ執か能く斯に与(アズカ)らんや。故に詩を
の間に歪り、君子は以て後来者には之(コ)れ詩無きなりと為す。然り而(シコウ)して甚だしきな
り。孟子日く「詩亡ぶJと、詩の亡ぶに非ざるなり。人の罷の亡ばずんば、詩は箕れ以て亡ぶべけんや。
し詩の亡ぶと云うは、情と詩と、節無ければ、別 きがごとく猶お詩無きがごとければなり。
10. 3. 2 
ちょうどこの持、天下にこれを開いて鼓舞された者がいて、あるときには驚きながらともに喜び、みる
ときには顔色を変えてともに怒り、あるときには身の毛をよだててともに恐れ、あるときには心を{緩めな
がらともに悲しみ、あるときには満足しながらそ を河じくした。あたかもこれをそうさせるものが
あったかのようである。しかし、これは他になにかそんなものがあったのではない。自分が他の人とその
情を向じくし、またその節度を同じくすれば、それが詩を成立させるゆえんなのである。詩というの
そのものではない。天下の情とその節度を持つ人が詩を作るのである。そもそもその能疫を持つ人の惜を
もって、その詩を作ってこそ、詩の節度はこのよっに舗わるのである。護人や賢人や君子でないならば、
いったい誰が詩作に関与することができるだろうか。だから詩を論ヒて、上古の舜から題の関に至って、
後来の者には詩は無くなったと君子が考えたのだが、しかしこれは甚だしい考え方である。孟子は
亡んだjと言った。しかし詩は亡んだのではない。人の情が亡ぶので‘なければ¥詩が亡ぶことがありえょ
うか。思うに、;晶子が詩が亡んだと言ったのは、情と詩とに節度が無いならば、あたかも情も無く、詩も
無いかのようだからであろう。
10. 3. 3 語釈
るさま。[勃駕}怒って顔色を変えるさま。[↑}在意}恐れ恐がるさま。 ['1羽露1i毎み悲しむ
さま。 [1~~罵}満足するさま。時三周] J知立中国古代の伝説上の五清の一入、舜:を指す。周は中国古代の王
朝名 (B.C. 1066-B. C. 256) 0 [詩亡]r孟子j離婁章勾下に「誠子日、 5王者の議(アト)熔(ヤ)みて詩
亡ぶ。詩亡びて然る後に春秋作(オコ)るとある。
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10. 4. 0 原文
於是有得詩之情、部復有其節者、lli:雄j莫貌宮市猶有古作者之遺;立罵。世日遠時i宥日潟、詩!J)'B以趨下、
知器f自漢説雨後、謂之古作者可也。夫監自j英貌百万可諮之古作者、出菅宋及唐、石j有得夫j莫貌之i言者潟、調
之j莫委主亦可也。而il士之作者、乃欲却其無節之i首、以矯之詩、歪併奥其情而遺之、 mi日詩図如是。然商j莫貌
菅麿之作者不爾官。吾間続夫季述之詩、間不敢以濡季迎之詩、且以箆謀議吾唐作者之詩退。
季述名啓、君主述其字也。其先溺j信、今鶏蘇チH人。生元末、不イ士。 i調斡以{諒τi二輿修元史、尋入内府教育子、
授翰林関史院編1多官、弓市立¥Uli1，戸苦IS侍郎、辞不持、有旨賜蹄其郷三三。
10. 仁 1 撃さ下し
是に於いて詩の情を得て袈た其の節を有する者有れば、 f出土漢魂なりと盟問i~ も猶お古の作者の泣;立有るが
ごときなり。世日に遠くして情日に潟(ウス)く、誌も亦た日に以て下に趨(ハシ)れば、 noち断じて
!3 t)後は、之を古の作者と謂うも可なり。夫れj奨貌自り鱗じて、之を古の作者と謂うべければ、別ち晋
宋及び}告は、も夫の jif~貌の倍を得る者有れば、之を殺と謂うも亦た可なり。罰してい祉の作者は、乃ち
;支の節無きの情にJ1IJきて以て之が詩を為らんと欲し、併せて其の情と之を遺(ワス)るるに至り、言語も
は国より是くの如しと日う。然り而して渓貌晋}去の作者は爾らざるなり。苦iおよりうたの季述の詩を
敢えて以て季i患の詩と為さざるは、且に以て漢:説晋唐の作者の詩と為せばなり。
は啓、季述はの字な')。其の先は湖海、今は蘇外iの人為り。元米に生まれて仕えず。国M1需τと
を以て元史を修むるに与 'J、尋いで内情に入りて宵子を教え、翰林閏史!完編絡官を授かり、己にして擢か
れて戸部侍部と為るも、静して拝さず、旨有りて其の郷に帰るを)¥易うと云う。
10. 4. 2 
というわけで、詩の慣を得てさらに鵠の節度を持つものがあるならば、たとえ漢貌の時代であったとし
ても、なお古の作者の意が残っているかのようである。時代は日々に遠くなってゆき、憶も日々に簿くなっ
てゆき、詩もまた日々に下降線をたどってゆくのであるから、すっぱりと断ち切って漠貌以後を、古の作
者と言うことも可能である。漢貌以後を際Irち切って、これを古の作者と言うことができるのであれば、晋
よび}苦であっても、少なくともその漢貌の情を得る者があるならば、これを漢我と言うこともまた可
能である。しかしながら、 f廷の作者たちは節度が無い告にもとづいて詩を作ろうと欲し、さらにその情と
節度の再方を忘れてしまうに至り、そして詩はもともとこのようなものだと言う。しかし漢貌音符の作者
たるものはそうではないのである。私がもともと季述の詩を見て敢えて季迎の詩だとしないのは、まさし
くそれを漢貌晋1去の作者の詩だと見なすからである。
季i患の名前iIま啓で、季述はその字である。祖先は謂Ji怒の出で、今Jま蘇外!の人となっている。元末に生ま
れて朝廷に仕えなかった。 明朝となってからは、{詩τ土:の身分で元史編纂事業に参加し、その後間もなくし
て宮中に入って立族の御菅可たちに教え、翰林国史i院編修官を授かり、ややあって抜認されて戸部侍良rsと
なったが、辞退して受けなかった。天子の詔があって故郷に帰ることを許可されたということだ。
10. ヰ. 3 
[ i勃j悦今の河北省の、治j洲市あたり。{内府]i玉縄;序jの注を参照。{有子1i王緯序Jの注を参損。{翰
林匡史院編修官]I完藻集本伝jの注を参照。[戸部侍部$]I桂刺:渠ヱド伝jの注を参mt。
